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埼玉県進路指導改善検討委員会報告書の主なポイント 
生徒・保護者から信頼される中学校進路指導の在り方について 

～「自分を活かす」進路選択～ 
 

○「生き方指導としての進路指導」の継続 

○生徒本人の力を一番活かすことができる進路選択を目指した指導 

○生徒の能力や適性とそれぞれの進路先の特色とのマッチングに関する丁寧な指導 

○生徒・保護者のニーズに応じた適切な情報とアドバイスの提供 

期待される進路指導の在り方 

進路指導充実へ求められる取組 

 
中学校進路指導の改善について 

組織的な進路指導

体制の充実 

○中・高の情報交換

等、連携の強化 

進路指導・相談内

容の充実 

○進路先情報の収集 

○成績データ等の活用 

教員の資質向上 

 

○指導力向上・進路

先情報活用の取組

 進路指導を支える 

キャリア教育の充実 

○生き方指導として

のキャリア教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※取組の推進に当たっては、平成５年文部事務次官通知の趣旨を踏まえる。 

 ①業者テストによる偏差値等に依存した進路指導は行わないこと 

 ②中学校は、業者テストや公的テストの結果を高等学校に提供しないこと 

「自分を活かす」進路選択に向けた取組 

１ 中学校は高等学校への訪問等を通じ、積極的に高校情報（校風・特色、入試情報等）を

収集して、校内の進路指導に活用する。 

  ・将来の希望や能力・適性・関心・学習状況等をもとに、最良のマッチングについて

相談・情報交換を進めることなどが考えられる。 

２ 三者面談等、進路指導における生徒・保護者のニーズに応じた情報提供や支援を行う

ために成績データ等を活用する。 

（１）入学者選抜における学力検査得点の一層の活用ができる。 

  ・個人情報の管理に留意し、学力検査得点を各中学校や市町村単位等の範囲でそれぞれ

の中学校が蓄積して、進路指導の参考資料とすることなどが考えられる。 

（２）公的テストの更なるデータ活用ができる。 

  ・公的テスト結果（得点・偏差値等）を生徒・保護者へ提供し、進路情報を共有する

ことなどが考えられる。 

（３）生徒・保護者からの各種成績データ等の活用ができる。 

  ・校外における業者テスト等の成績データ等の相談にも丁寧に応じることなどが考えら

れる。 




